




全国統一応募用紙の記入上の注意事項 変更点対比表

新たな注意事項（案） 1 従来の注意事項

履

歴

書

1 「連絡先」濶は現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入すること．
2 「 在藉校」内は、 卒菜見込み． あるいは卒菜した忘等学校名を記入することe

高等学校卒菜見込み•高等学校卒茉の別の該当事項を0で囲むこと。
3 「甜歴」濶には、 いわゆるアルバイトは記入しないこと。
4 「校内外の諸活動」憫には、 部活動 、 ポランティア活動 、 インターンシップなど、 校内外の活動状況
で記入したい事項がある場合に記入すること。
5 「志望の勤機・アピ ールホイント等」古手には、 志笠の動機 、 自己 PR 、 特技等を記入すること。
6 「 傾考」濶には、 「資格等」 、 「校内外の諸活動」 、 「志望の勤機・アヒールポイント等」以外で記入し
たい事項がある場合に記入すること。

1 「連絡先」濶は現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入すること。

2「学歴・甜歴」⑰には 、 いわゆるアルパイトは記入しないこと。
3「校内外の諸活動」割には 、 部活動、 ポランティア活動 、 インターンシップなど 、 校内

外での活動状況で記入したい事項がある場合に記入すること。

4 「 備考J濶には、 「資格等」 、
「起味•特技」 、 「校内外での諸活動」 、 「志望の動機」以外

で記入したい事項がある場合に記入すること。

調

査

書

1 基本方針
高等学校生徒指導要録等に碁づいて作成するものとする。

2 「 課程名」邸については、 全日制・定時制・通信制の課程別 、 「 在学期間」濶については 、 入学・紺
入学・転入学（担入学及び転入学の場合はその学年を記入）の別及び卒業·卒棠見込みの別の該当
事項をそれぞれ0で囲むこと。
3 「学習の記録」濶は、 高等学校在学中の全学年について 、 次のように記入すること。

(I) 「教科・科目」割は、 高等学校生徒指導要録に碁づいて教科・科目名を記入すること。
(2) 「 評定」欄は 、 5、 4 、 3、 2 、 1の5段階で記入すること。また、 卒菜見込みの者で 、 最終学年の成棋

が未決定である場合は 、 直近における成拮を総合して 、 最終学年の成緒とすること。なお 、 点等
学校卒菜程度認定試験などを 、 高等学校の各教科・科目の単位を修得したものとみなした場合
は 、 「 評定」柑9に 「忘等学校卒菜程度認定試験等」と記入すること。

(3) 「総合的な探究（学習）代りは 、 各学年において修得を認定した単位数を記入すること。なお 、 「総
合的な探究（学習）の時間」の全てを「 課題研究」等の敗修によって代替したことにより 、 「総合的
な探究（学習）の時間」を履修していない生徒については、 当該閉に斜ほを引くこと。

(4) 「留学」開は、留学した生徒の外固の学校における学習の成果をもとに 、 校長が修得を認定した
単位数を記入すること。

(5)留学の下の空打には、 学校教百法施行規則第140条の規定に甚づき通級による指導を行い、

単位認定を行った場合には、 「 自立活動Jと記入し、 各学年において修1号を認定した単位数を記入
すること。また、 同規則第86条の2の規定によづき特別の教百課程による日本語指導を行い、 単
位認定を行った場合には、 「日本梧指導Jと記入し 、 各学年において修得した単位数を記入するこ
と。

4 「本人のアピ ールホイント ・推画事由等」閣は 、 生徒の個性を多面的にとらえ、 生徒の長所を取り
｀‘上げることを基本として記入すること。

5 「特別活動の記録」濶は、 特別活動における生徒の活動状況について主な事実及び特別活動全
体を通して見られる生徒の長所など所見を記入すること。

6 「 出席状況」闊は、 高等学校生徒指導要録該当襴の記載事項を転記するものとするが 、 卒業見込
みの者の品終学年の面は、 直近の学期末現在における欠席の状況を記入するーと。

7 「特記平項」内は、 以下について該当がある場合に記入すること。
(I) 休学の期間がある場合
(2) 長期欠席中の学校以外の場における学習状況などを把握している場合
(3)粗菜の特性等において必要な要件として、 打体状況（視力及び聴力など）及び配慮事項の記紅

が求められる場合
8押印は不要とする。

1 込本方針
嵩等学校生徒指導要録等に払づいて作成するものとする。

2 「課程名」濶については 、 全日制・定時制・通信制の課程別 、 「 在学期間」割について
は、 入学・緒入学・転入学（瞬入学及び転入学の場合はその学年を記入）の別及び卒
菜卒菜見込みの別の該当事項をそれぞれ0で囲むこと。

3 「学習の記録」襴は、 高等学校在学中の全学年について 、 次のように記入すること。
「教科・科目」濶は、 高等学校生徒指導要録に込づいて教科・科目名を記入すること。

「評定」濶は、 5、 4 、 3、 2 、 1の5段陪で記入すること。また、 卒業見込みの者で 、 最終学
年の成話が未決定である場合は、 直近における成緒を総合して、 最終学年の成緒と
すること。なお 、 大学入学資格検定合格科目などを、 高等学校の各教科・科目の単位
を修得したものとみなした場合は 、 「 評定」閥に「 大検等」と記入すること。
「総合的な学習J濶は 、 各学年において修得を認定した単位数を記入すること．

「留学」闊は 、留学した生徒の外固の学校における学習の成果をもとに 、 校長が修得
を認定した単位数を記入すること。

4 「特別活動の記録」間は 、 特別活動における生徒の活動状況について主な事実及び
特別活勤全体を通して見られる生徒の長所など所見を記入すること。

5 「出席状況」濶は、 森等学校生徒指導要録該当閥の記駁事項を転記するものとする
が 、 卒菜見込みの者の汲終学年の濶は、 直近の学期末現在における欠席の状況を記
入すること。

6「身体状況」ヴは、 次のように記入すること。
(1)「身長」 、 「体至」 、 「聴力」及び 「視力」校には、 それぞれについて忘等学校等用生

徒健康診断粟の 、 品も新しい記載事項を転記すること。
(2) 「t.1!.カ」閉は、 眼鋲等を使用していない者については 、 捏眼視力を（ ）の左債に記

入し、 また 、 眼銭等を使用している者については 、 速正視力を（ ）内に記入し、 投眼
視力は横線を引くこと。なお 、 視力1.0以上を「A」 、 10未満0.7以上を「B」 、 0.7未満0.3

以上を 「C」 、 03未満を 「D」として記入して差し支えないこと。
(3) 「償考Jlc;,'\は、 忘等学校等用生徒偉原診断粟の記砧事項で 、 特に、 必要と認めら

れる事項があれば記入すること。
「本人の長所・推薔事由等」開は 、 生徒の個性を多面的にとらえ、 生徒の長所を取り

上げるーとを碁本として記入すること。
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